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1　は　じ　め　に

トマト果実の品質構成要素や収量は遺伝的な変異のはか

に，気温．日照．土壌水分などの栽培環境条件の影響も少

なくない。そこで．この環境変異を品種特性の発現の場と

して明らかにすることによって，高品質トマト育成のため

の基礎資料を得ようとする。本試験では，品種による栽培

条件，特に土壌水分に対する反応の差異を検討した。

2　試　験　方　法

10品種を供試し∴潅水量によってⅠ（無潅水）．Ⅱ（3．2

ゼ／株・週），Ⅲ（7．3β／株・過）の3区を設け，1区4

株3反復とし，1990年2月1日播種．3月28日定植の雨よ

け栽培で試験を実施した。雨よけハウスの中央畦にⅠ区，

東側畦にⅡ区，西側畦にⅢ区を配した。潅水は，6月13日

から開始した。調査は6月28日から開始し，第1・3・5

花房の完熟累について，堅さ（push－PullScale Unit非

破壊5mm圧縮）．糖度（Brix，アタゴDBXr50）．酸度

（自動果汁分析装置．平沼HIT－lF）を測定した。収量，

平均果垂については第6花房までの全花房を対象として調査

した。

3　試験結果及び考察

Ⅰ区の収量はⅡ及びⅢ区に比較し，いずれの品種も少な

かった。Ⅱ区及びⅢ区では海水によって果実の肥大が促さ

れ収量は増加した。供試品種中‘サターン，は潅水の増加

による全収量の増加割合が最も大きかった。しかも第1花

房から無潅水区に比べ潅水区の果実の肥大が著しく，潅水

に対する反応が敏感であると思われた。・一・一万，大型瑞光，

はⅠ区に対するⅡ，Ⅱ区の収量の増加割合は他の品種より

小さかった。‘桃太郎’の潅水に対する反応は，上位花房

において発生した。他の品種においては，無潅水の場合に

は各花房の収量及び1果垂は大きく変化しなかったが，

‘桃太郎’は無潅水の場合に上位花房における1果重が減

少し収量が低下した。

糖度はいずれの品種においてもⅠ区がⅡ及び皿区より高

かった。第1花房における無潅水区に対する潅水区の糖度

の低下は　サターン一，リ、ウスおどりこ’で著しかった。
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図1　収量に対する潅水の効果

往．図中の番号は表1の品種番号と対応する
無潅水区：Ⅰ区　潅水区：皿，Ⅲ区平均

‘サターン’，‘おどりこ’．‘ハウスおどりこ’，‘木熟トマ

ト　のⅠ区の糖度は，花房による変化は少なかったが，潅

水区では高位花房ほど糖度が低下する傾向がみられた。

‘大型瑞光’，一ろじゆたか’の第1花房における潅水区で

の糖度の低下は，他の品種に比べ少なかった。また，第3

花房以降において潅水の継続よる糖度の低下も顕著には認

められず，各花房間で糖度は安定していた。‘桃太郎’は

潅水による糖度の低下は認められたが，他の品種に比べ高

いレベルで推移した。

酸度もⅠ区ではⅡ及びⅢ区よりも高かった。各花房間で

第1花房果実の酸度は最も高く，第3花房以降大きく低下

する傾向がみられた。酸度の海水に対する反応は第1花房

ですでに顕著であり，特に　サターン，が著しかった。酸

度は他の品質形質より敏感に潅水に対して反応すると思わ

れた。しかし，‘大型瑞光，の場合は第1花房における潅

水による酸度の低下は他の品種はど顕著ではなかった。

潅水による果実の堅さの差異は低花房では明らかでなかっ

た。上位花房ではⅠ区よりもⅡ及びⅢ区の方が堅い傾向が

見られた。‘サターン，においては処理区間の変動が大き

かった。しかし．他の品種間では堅さについて明らかな差

異は認められなかった。
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表1薩水処理による果実品質の品種間差異

区

注．G）：第1花房
A：無潅水区

（彰：第3花房　　④：第5花房
B：海水区（Ⅱ区，Ⅲ区平均）

＊：第1．3，5花房平均
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図2　糖度に対する潅水の効果
注．図中の番号は表1の品種番号と対応する

無潅水区：Ⅰ区　潅水区：Ⅱ，Ⅲ区平均

なお，本試験において，Ⅱ区とⅡ区の間で潅水量による

反応の差異は判然としなかった。これはⅡ区及び皿区が雨

よけハウスの側面に配置され，降雨時にハウス側部よりの

浸透水の影智を受けたためと思われた。
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図3　酸度に対する潅水の効果
注．図中の番号は表1の品種番号と対応する

無潅水区：Ⅰ区　潅水区：Ⅱ，Ⅲ区平均

4　ま　と　め

収量及び果実品種の土壌水分環境に対する反応には品種

間差異が認められた。供試品種のなかでは　サターン▼　が

最も土壌水分環境の変化に敏感に反応し，逆に‘大型瑞光■

が最も安定的であると思われた。
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